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生き生きとした社会を企業発で推進

　「不将不迎」。中国の「荘子」に記されてい

た格言で、「将（おく）らず、迎（むか）え

ず」と読むこの言葉と出合ったのは、三菱商事

時代。国内外の支店勤務を経て米国のハーバー

ド大経営大学院に留学し、帰国後、諸橋晋六会

長（当時）の業務秘書をしていたころだ。「過

ぎてしまったことはくよくよしない。まだ起き

てもいないことに思い悩まない」という意味

で、言うなれば「目の前の課題に集中せよ」と

いう教え。諸橋さんの人生訓だった。

　会長の補佐をする私は課長クラス。そんな私

に諸橋さんは「君は人として、どう思うか」な

ど率直に問いかけた。その日の仕事が終わって

「ちょっと酒でも」という時や海外出張で同行

した際、苦労話などもしてくださる。大漢和辞典を編さんした漢学者の諸橋轍次さんを父に持

ち、「三男なのにどうして晋六なのですか」とお尋ねすると、「この漢字にはこういう意味があ

って」と詳しく解説。また、自分の責任、会長に就いた意味をしっかり考えておられた。会長秘

書を務めたのは39歳から41歳までの２年半。そして、「不将不迎」は私自身の座右の銘になっ

た。

　金融のプロフェッショナルを目指そうと思った私はその後、投資銀行などを経て、ＧＥ（ゼネ

ラル・エレクトリック）の金融部門であるＧＥコマーシャル・ファイナンスに入社し、１年ほど

で日本法人のＣＥＯ（最高経営責任者）になった。ところが試練がやってきた。リーマン・ショ

ックだ。若手や中堅の社の精鋭を集めて「トゥモロー・コミッティー（明日の委員会）」を結成
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し、メンバーには「自分たちで未来をつくっていく気持ちで臨んでほしい」と伝えた。「我々の

強みは何か」「それを維持するにはどうするか」など協議を重ね、この困難を乗り切った。

　長く金融業界を歩んできた私に、パリにグループの本部があるアクサから、声がかかった。人

生に触れ、困難を克服する、あるいは人々が健康になることを助ける。同じ金融でも、私たちの

アドバイスで人の人生がよくなるという仕事は初めて。仏系なのでグループのＣＥＯはフランス

人かと思いきやドイツ人。人事の責任者はアフリカ系フランス人の女性。こうした多様な人々の

中に入っていくのであれば私にも十分できると思った。

　アクサの日本法人は１９９４年に設立され、前身の一社である日本団体生命は34年に初の団体

保険専門会社として誕生。初代会長は日本商工会議所会頭が務めた。そのネットワークを生か

し、地方の中小、零細企業の福利厚生を、保険を通じてサポートしている。　サステナビリティ

ーで力を入れているのはインクルージョン＆ダイバーシティー。その一つが「日本ブラインドサ

ッカー協会」との協働だ。「視覚障害者と晴眼者が当たり前に混ざりあう社会を実現する」とい

うビジョンに共鳴した。しかも「すべての人々のより良い未来のために。私たちはみなさんの大

切なものを守ります。」というアクサの存在意義を体現できる。

　日本が開かれた国になり、企業は社会に向かって開かれる。属性にかかわらず、みんなが生き

生きと暮らし、働く社会にしていくことを、企業発で推進していきたい。
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